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環
境
の
重
要
性
を
伝
え
る
こ
と
で
、
地
域

全
体
で
環
境
保
全
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

豊
中
市
伊
丹
市
ク
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
は
、

毎
年
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
養
成
講
座
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
２
０
２
３
年
度
は
３５
人
の
方

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ツ
フ
と
し
て
登
録

し
、
施
設
見
学
の
案
内
や
市
民
講
座

・
出

前
講
座
な
ど
の
開
催
、
イ
ベ
ン
ト
の
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
躍
の
場
と
し
て
、
愛

知
県
豊
田
市
の
事
例
を
見
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
豊
田
市
で
は
、
市
民
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
行
政
が
共
働
で
４２
万
人
の
エ
コ
ラ
イ
フ

の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
育
成

・
研
修
し
、
さ
ら
な
る
活

躍
が
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
豊
田
市
環
境
学
習
施
設

エ

コ
ッ
ト
で
は
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
っ
て
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
民
が
市
民
に
伝
え
る
こ

と
を
活
動
目
線
に
置
き
、
エ
コ
ッ
ト
の
展

示
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
渡
刈
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
工
場
案
内
、
出
前
授
業
等
を
実
施

す
る

「
エ
コ
ラ
イ
フ
の
案
内
人
」
（
６９
人
）

と
、
こ
ど
も
園
で
、
積
み
木
遊
び
や
読
み

聞
か
せ
等
を
行

っ
て
い
る

「積
み
木
キ
ャ

ラ
バ
ン
隊
」
（２４
人
）
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

コ
ト
～
ワ
ー
ク
シ

ョ
ツ
プ

環
境
学
習
施
設
で
行
う
環
境
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
も
と
く
に
人
気
な
の
は
、
実
際

に
体
験
す
る
こ
と
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

国
崎
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
啓
発
施
設

「
ゆ
め
ほ
た
る
」
で
人
気
の
「分
解
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
不
用
に

な

っ
た
電
化
製
品
や
Ｏ
Ａ
機
器
を
ド
ラ
イ

バ
ー
で
思
う
存
分
分
解
し
、
さ
ら
に
分
解

し
た
部
品
を

「燃
や
す
ご
み
」
「燃
や
さ
な

い
ご
み
」
、
そ
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な

金
属
を
含
む

「基
板
」
に
分
別
し
て
い
く

こ
と
で
、
小
型
家
電
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
も
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
開
催
に
は
「ま
ち
の
電
気
屋
さ
ん
」

が
集
ま

っ
た

「
兵
庫
県
電
機
商
業
組
合
」

川
西
支
部
の
指
導
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
地
域
連
携
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

モ
ノ
・
ヒ
ト

・
コ
ト
の
視
点
で
つ
く
る

環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

今
回
は
、
環
境
学
習
施
設
で
行
わ
れ
て

い
る
環
境
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
モ
ノ

。

ヒ
ト

・
コ
ト
の
三
つ
の
視
点
で
整
理
を
し

ま
し
た
。
近
年
、
環
境
学
習
施
設
の
役
割

も
多
様
化
し
、
地
域
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
環

境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
を
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

ご
み
処
理
や
３
Ｒ
だ
け
で
な
く
、
多
様

化
す
る
環
境
問
題
に
つ
い
て
学
び
理
解
を

深
め
る
こ
と
、
ま
た
地
域
課
題
と
し
て
多

く
の
住
民
と
共
有
す
る
た
め
の
場
と
し
て
、

環
境
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
有
効
な
手

段
で
す
。

今
後
は
、
よ
り

楽
し
む
こ
と
が
で

き
、
学
び
の
深
ま

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

展
開
す
る
べ
く
、

全
国
の
各
環
境
学

習
施
設
が
協
力
し

て
い
く
こ
と
も
重

要
で
は
な
い
か
と

実
感
し
ま
し
た
。

（環
境
学
習
施
設

研
究
部
会
）
Ｗ

ボランティアスタッフによる市民講座 (豊中市伊丹
市クリーンランド)

中学生に環境講座を行つている「エコライフの案内

人」(豊田市環境学習施設エコット)

「分解ワークシヨップ」でパソコンの分解に挑戦する小
学生 (国崎クリーンセンター啓発施設「ゆめほたる」)

0連絡先●

環境学習施設研究部会

「環境学習施設研究部会」で検索すると、(一社)廃棄物資源循環学会環

境学習施設研究部会のページがでてきます。同部会がfaceヒμDkの「環境

学習施設を考える会」も運営しています。

61 月刊廃棄物 2023 July

〆


